
Ⅰ　おおた高齢者施策推進プラン（大田区高齢者福祉計画・大田区介護保険事業計画）とは Ⅲ　次期(第８期)計画の概要

Ⅱ　現在(第７期)の計画の構成と主な取組

Ⅳ　策定スケジュール

次期おおた高齢者施策推進プラン（大田区高齢者福祉計画・第８期大田区介護保険事業計画）について

（１）計画の法的根拠
◎高齢者福祉計画 老人福祉法第 20条の８「市町村老人福祉計画」

◎介護保険事業計画 介護保険法第117条「市町村介護保険事業計画」

※いずれも、法律により策定が求められている 「法定計画」である

※上記２法において、両計画は「一体のものとして策定する」旨が定められている。

（２）計画策定事項
◎高齢者福祉計画 ⇒介護保険事業以外の区の高齢者施策の方向性、実施事業の体系

◎介護保険事業計画 ⇒介護保険サービス・地域支援事業の供給見込量、第１号保険料

（３）計画期間 令和３年度（2021）～５年度（2023） ３年間

≪主な取組≫
地域力を活かし、地域包括ケアシステムの深化・推進にむけ、下記の事業に重点的に取り組んでいる。

●介護予防
３地区の日常生活圏域における「大田区元気シニア・プロジェクト」の実施により、フレイルを予防する「運動・

栄養・社会参加」の３つのキーワードと互助を基盤とした地域ぐるみの介護予防の考え方を地域に浸透させた。

そのノウハウを全地区へ拡大する取組を継続している。

●地域包括支援センターの機能強化
特別出張所との複合化を軸にすえ、センターの新設・移転等を実施。また、包括の継続的な機能強化を目的と

した「フォローアップ事業」を開始。民生委員や地域の声をききながら、各包括は「機能アップ３カ年計画」を策定

し、サービス向上にむけて取り組んでいる。

●認知症施策
認知症の方やその家族が住み慣れた地域で暮らし続けられるよう、認知症サポーター養成講座を学校や企業

等も含め実施し、認知症の周知・理解に努めている。安全・安心の強化として、「高齢者見守りメール」を活用し

た「高齢者見守り訓練」を実施した。

●介護保険施設等の整備支援
在宅生活が困難になった中重度要介護認定者の生活施設として２か所の特別養護老人ホームを整備した。ま

た、認知症高齢者の増加を踏まえ、４か所のグループホームのほか、若年性認知症に対応したデイサービスを

開設した。

○国の基本指針では、第６期（平成27年度～29年度）以降の市町村介護保険事業計画は、「地域包括

ケア計画」と 位置付け、2025年（令和7年度）までの各計画期間を通じて地域包括ケアシステムを

段階的に構築することとしている。

○ 第８期（令和３年度～５年度）においては、第７期計画での目標や具体的な施策の達成・実施状況

等を踏まえ、2025年を目指した地域包括ケアシステムの推進を図る。あわせて、現役世代が急減

する2040年の高齢者人口や介護サービスのニーズを見据えながら、将来の地域共生社会の構築

にむけ中長期的な視点ももちつつ策定することが求められる。
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